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女性が「いきたいよう」に生きれる社会実現
DXによる地方からの挑戦
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株式会社Cキューブ・コンサルティング

株式会社Cキューブ・コンサルティング
（C Cube Consulting Co., Ltd.）

Chugin Group「ちゅうぎんグループ」
× Community「地域社会」 × Co-Creation「共創」

社
名
の
由
来

ビジネスドメイン 特徴

１

2

3

4

地方創生に熱い思いを持ったスタートアップ

広域の社会課題解決(BtoX)への志

ちゅうぎんグループの総合力で地域をデザイン

中国銀行の信用力/地域リレーションの基盤
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Cキューブ・コンサルティング
代表西原自己紹介

岡山県瀬戸内市長船町出身

大学院卒業後PwC入社。 PwCアドバイザリー合同会社、PwCあらた有限責任監査
法人、PwCコンサルティング合同会社を経てCキューブ・コンサルティング設立検討から関
与・参画。

• PwCにおいては定量的分析（データアナリティクス・AI等）を専門とし主に金融機
関のコンサルティングを中心として活動。

• M&A等における企業価値評価から、各種データ利活用に関する戦略立案、AIモデ
ルの構築支援、デジタルプロダクトの開発等も手掛ける。

• 特に農業分野においては、農水省が初めて募集したAIを活用した農業の研究チー
ムに参画。これがきっかけとなり地域への活動を深める。

• 現在は、企業や自治体のデジタル化・DXに加え、地域共創のための活動に精力的
に取り組む。最近は地域資本の中核である人間関係資本や自然資本（生物多様
性）を中心的研究テーマに据える。

京都大学理学部卒

京都大学大学院人間環境学研究科修了（相関環境研究専攻）

連
絡
先

Email : nishihara_ryu@ccube-consulting.co.jp

Phone: 080-4426-4034

mailto:nishihara_ryu@ccube-consulting.co.jp
mailto:nishihara_ryu@ccube-consulting.co.jp
mailto:nishihara_ryu@ccube-consulting.co.jp
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現状

活動

今後
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岡山・広島両県の人口流出は深刻な課題。毎年両県あわせると1万人弱の女性が流出。

• 岡山県、広島県は男女の転入超過数が全国でワースト1と10

• 特に女性がより多く減っている（両県同じ傾向）

フッターを追加 5

• 女性の転出超過を防ぐためには、現在
地域にいる女性が転出しないように地
域の魅力付けをする

• さらに加えて、
• すでに転出した女性の方々のU
ターンの増加

• 当地に魅力を感じて当地に転入し
ていただくIターンの増加

現状

活動

今後
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女性が輝くせとうちを。まずは転出超過を改善していく。

フッターを追加

地域の女性が地
域で輝ける地域
（→転出抑制）

大学や就職で岡山県
を離れた女性が岡山に

戻りたくなる。

岡山県とは直接縁のない女
性が、岡山県に魅力を持ち

移住したくなる

地域外

現状

活動

今後
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岡山県の抱える課題

岡山県では、人の課題として理想のキャリア形成を求めた県外への流出加速やUターンが困難であり、
企業の課題として省力化・生産性向上などを推進する人材不足で経営課題解消が困難となっている。

岡山県

中小企業 大企業

県外（都市部）

Uターン
希望女性

就職
希望女性

業務

業務

大企業

業務省力化・生産性向上など
を進めるデジタル人材が
不足し、経営課題解消が
困難

都市部との所得格差・職業
選択肢の少なさを背景に、
県内では就職に求める要
件が充足せず、理想のキャ
リア形成を求めて女性の県
外流出が拡大

企業の課題 人の課題

都市部から故郷への移住を
希望してもこれまでのキャリ
アを活かせる職業が少なく、
また給与水準の維持が困
難でUターンが限定的

人の課題

現状

活動

今後
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活動
現状

活動

今後

WePRO

たいようプロジェクト

でじたる女子
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Women’s Empowerment Project in Okayama: WePRO

岡山県内の企業の経営者や管理職、大学関係者、専門職、起業家など多様な分野から集まった
有志による任意団体。２０２４年から月１回、県内外の講師を招いて勉強会を重ね、２０２５
年３月９日、「第１回ＷｅＰＲＯフォーラム」を開いた。
中心メンバーは女性を中心に１４人。

◆ＷｅＰＲＯメンバー（５０音順、所属や肩書は２０２６年１月１日現在）

岡本亜由美 （株）Cキューブ・コンサルティングシニアアソシエイト
影山美幸 （株）山陽新聞社総務局次長
片岡祐子 岡山大学病院 聴覚支援センター准教授・ダイバーシティ推進センター副センター長
坂口有美子 （株）ちゅうぎんフィナンシャルグループ執行役員 D&I NEXT10推進部長
床尾あかね 岡山大学 学術研究院教育研究マネジメント領域 准教授（特任）
中嶋佳乃子 （株）Canokoto 代表取締役、岡山県教育委員会委員
永井純子 （株）ちゅうぎんフィナンシャルグループD&I NEXT10推進部スペシャリスト
西原立 （株）Cキューブ・コンサルティング代表取締役
藤原加奈 （株）フジワラテクノアート代表取締役副社長、岡山県中小企業団体中央会副会長、岡山経済同友会理
事、岡山県ものづくり女性中央会直前会長
古舞雅子 （株）山陽新聞社みらい共創局吉備の環プロジェクト推進センター副主管
細羽紀子 （株）中国銀行 執行役員地方創生SDGs推進部長
水田美由紀 弁護士（烏城総合法律事務所代表）、日本弁護士連合会副会長
三村由香里 岡山大学理事・ダイバーシティ推進本部長
山本満理子 IPU環太平洋大学 地域連携センター副センター長・経済経営学部 現代経営学科 特任准教授、未来地図
セイサク研究所代表

現状

活動

今後

WePRO

たいようプロ
ジェクト

でじたる女子
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OKAYAMA TAIYOU PROJECT

地元新聞社（山陽新聞）のプロジェクト

（出典：山陽新聞2026年5月24日）

現状

活動

今後

WePRO

たいようプロ
ジェクト

でじたる女子
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奇跡的な2つの活動がシンクロしています

国際女性デーに共同でイベントを開催しています。

現状

活動

今後

WePRO

たいようプロ
ジェクト

でじたる女子
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地域デジタル人材の育成・就業の目指す姿（案）

地域課題である女性・若者の人材流出を抑制に向け、高単価の仕事をつくる人材プラットフォーム
機能を構築。専門性の高いデジタル関連業務の受託と地域人材のリスキリング・就業支援を行い、
大都市圏との賃金格差を是正。

大都市圏企業

地域企業群

デジタル関連の業務

高度専門業務

専門業務

一般業務

地域の人材プール

でじたる女子

若手人材

高度人材

多様な働き方

パートタイム勤務

フルタイム勤務

兼業副業

個人事業

リモートワーク

高単価
業務受託

DX支援
業務受託

BPO

業務受託

地域人材のリスキリング
（賃金格差の是正）デジタルパートナー県としてブランド化

デジタル
業務受託

• でじたる女子の育成
• 大都市圏の高単価業務の開拓
• でじたる女子との協業

地域人材プラットフォーム

• 地域人材プラットフォーム機能構築
• 地域デジタル人材の育成
• 地域のデジタル業務の開拓
• 地域企業のDX支援
• 地域BPOサービスの提供

• プラットフォーム構築知見提供

高単価
業務紹介

DX支援
業務紹介

BPO

業務紹介

デジタル
人材育成

現状

活動

今後

WePRO

たいようプロ
ジェクト

でじたる女子
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岡山地域人材プラットフォーム

ちゅうぎんFGの地銀ネットワークに乗せた地域人材プラットフォームの全国展開

構築した地域人材プラットフォームは中国銀行が保有する地銀ネットワークである”TSUBASAアライアンス”
や近隣地銀との連携により全国へ展開し、同様の地域課題を抱える都道府県の課題解消に貢献したい。

現状

活動

今後
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岡山県岡山市北区本町2番5号ちゅうぎん駅前ビル4階

https://www.ccube-consulting.co.jp

Tel：086-225-0565 Fax：086-225-0570

未来をいっしょに、思いをかたちに
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